
第７節　児童館

　現在羽合町には、温泉児童館と浜児童館の２つの児童観が設置されている。もともと児童館は、児童の健全な遊びを尊重、保証し、その活動が展開・発展できるように集団的・個別的に適切な指導を行って、児童の心身両面の健康増進、情操のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とうや),陶冶)を行うことを目的とし、地域児童の健全育成に必要な地域活動（母親クラブ・子供会等）を育成助長する、児童福祉法に規定している児童福祉施設の１つである。

　この児童館の持つ主旨を十分理解し、地域の強い要望もあり、まず温泉地区に児童館建設の気運が高まり、地域住民の期待を担って、昭和５１年９月に工事着工の運びとなった。同年１２月、鉄骨造り、平屋建て、総事業費２９５０万円で温泉児童館が完成した。そして、児童、父母の地域活動の拠点として、昭和５２年４月１日、いよいよ本格的に事業を開始することとなった。以後今日まで、この温泉児童館を中心に展開される地域活動において、地域の児童、親子の触れ合いが活発に行われ、地域住民にとってなくてはならない重要な施設となっている。

　次に、地域児童の健全育成に必要な地域組織活動を通して、将来を担う児童の人間形成の場として、また、部落解放を担う子育ての拠点として、浜児童館建設の気運が盛り上がってきた。これを受けて、児童、親子の地域組織活動の拠点となるべく浜児童館の建設が、昭和５７年１１月に着手され、翌、昭和５８年３月、鉄筋コンクリート造り、平屋建て、総事業費３３３０万８０００円の浜児童館が完成した。

　この新築なった浜児童館には常勤の児童厚生員を配置し、日々地域の子供たちと一緒に諸事業を実施して触れ合いを大切に、子供たちはもとより地域の父母と連携をとり館の運営に当たっている。


　このように、羽合町に２つの児童館が建設され、それぞれの地域の特性を生かし、地域児童の健全育成を目指して、母親クラブとの相互協力により、利用者の多い日曜日、祝日も開館し、クラブ活動を通したり、親子読書会、卓球会等スポーツ大会を実施して、地域に密着した児童育成が行われている。
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